
4 － 3　愛知県二川における光波測量による辺長測量（1）
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　愛知県豊橋市二川地区において，南海トラフ方向に 3 ～ 6 ㎞の基線を 3 方向に設置した

（ 第 1 図 ）。それぞれの方向で複数の基線を設け，1976 年 12 月から，1 ～ 2 ケ月の間隔で光波

測距儀（ ＡＧＡ社ⅥＢＬ，63204 ）を用いて，光波測距を繰返した（ 第 1 表 ）。

　この地域の主応縮軸の方向は，北西－南東方向であり 1），今回の測量でも，北西－南東方向の

縮みは確められた。

　三弥口（S）－立岩（T）の 4 基線，向山（M）－三弥口（S）の 2 基線，向山（M）－細谷（H）の 2 基線による辺

長歪の変化を，それぞれの方向の平均値で第 2 図に示す。白丸は測量した時の気象条件が不適

当と思われるときの値であり，歪の速度の計算では除外してある。

　Ｓ－Ｔ，Ｍ－Ｓ，Ｍ－Ｈとも 76 年 12 月から 78 年 4 月の 1 年 5 ケ月間に，（ 1.6 － 2.4 ）×10－ 6 ／年

の割合で縮みが観測された。この縮みの速度は，国土地理院 1）の値とくらべ，6 ～ 7 倍大きな値

である（ しかし，御前崎精密歪測量結果 2）とくらべ，同じ値となる ）。

　向山を基点とするＭ－Ｈ，Ｍ－Ｓ基線，特にＭ－Ｓ基線での歪値のばらつきは小さい。それ

は，以下の理由によるものと考えられる。向山は平野部に孤立した山であり，またこの地域で

は北西の風が卓越し，Ｍ－Ｓ基線の方向と一致する。こめため，温度補正が正確であると思わ

れる。

　この測定は名古屋大学理学部付属地震予知観測センター測地移動班の調査であり，山内常生，

木股文昭が担当した。
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第 1 表　辺長の時間的変化
Table 1　Changes in the base-line length.

第 1 図　二川基線の位置と配置
Fig. 1　Futagawa base-line network.

第 2 図　二川基線網における歪量の変化
Fig. 2　Horizontal strains at Futagawa. The data 

observed at the time of poor meteorological 
conditions are indicated by open circles. 
Error bar is indicated by the probable error.
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